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相続税の節税ができる

死亡保険金の受取人指定ができる
（遺産分割協議がいらない）



 相続税の課税対象となる財産が、基礎控除額を超
える場合は相続税の申告が必要です。
基礎控除額は次のように計算します。

 ３０００万円＋（６００万円×法定相続人の数）
◦ 法定相続人が１人のとき、基礎控除は３６００万円
◦ 法定相続人が２人のとき、基礎控除は４２００万円
◦ 法定相続人が３人のとき、基礎控除は４８００万円

 生命保険金も課税対象となる財産（みなし相続財
産）ですが…



 生命保険の死亡保険金には非課税枠が存在します。

 ５００万円×法定相続人の数が非課税枠となります。
◦ 法定相続人が１人のとき、非課税枠は ５００万円

◦ 法定相続人が２人のとき、非課税枠は１０００万円
◦ 法定相続人が３人のとき、非課税枠は１５００万円

 現金・預金を生命保険に変えておけば、非課税枠分、
相続税の対象となる財産を減らせます。



長男 長女

預金 ６０００万円

長男・長女で２分の１ずつ相続すると、
相続税はそれぞれ９０万円（合計１８０万円）

基礎控除
３０００万円×（６００万円×２人）

＝４２００万円
６０００万円－４２００万円＝１８００万円
長男 ９００万円×１０％ ＝ ９０万円
長女 ９００万円×１０％ ＝ ９０万円



長男 長女

預金 ５０００万円

長男・長女で２分の１ずつ相続すると、
相続税はそれぞれ４０万円（合計８０万円）

基礎控除
３０００万円×（６００万円×２人）

＝４２００万円
生命保険の非課税枠
５００万円×２＝１０００万円

５０００万円－４２００万円＝ ８００万円
長男 ４００万円×１０％ ＝ ４０万円
長女 ４００万円×１０％ ＝ ４０万円

生命保険 １０００万円

遺産が多いほど税率も上がるので、より効果的



 契約時に保険料を一時（一括）払いします。

 死亡時に死亡保険金が支払われます。

 ９０才まで入れる保険もあります。

一時払い保険料
９６０万円

死亡されたとき
死亡保険金
１０００万円

（注意）上記の保険料と保険金の例はサンプルです。
実際の金額は保険代理店・募集人にご確認ください。



 一定期間を経過する前に解約すると、解約返戻金が
払い込んだ保険料を下回ります。

 生命保険会社が破綻した場合、原則として破綻時点
の責任準備金等の９０％までの補償となります。

 生命保険のメリットと上記デメリットを考慮した上で、
相続対策に生命保険を活用するか判断しましょう。



 遺言書がない場合、相続が発生すると相続人全員で
財産の分け方を話し合います（遺産分割協議）
◦ 時間がかかる
 亡くなった方の生まれてから亡くなるまでの一連の戸籍謄本を集めたり、相
続人全員の戸籍謄本や印鑑証明書を集めなければならないので、時間が
かかります。

 遺産分割協議がまとまらないと手続が進みません。
◦ 原則は、法定相続分
 原則的には、各相続人には、法定相続分に応じて財産を取得する権利が
あります。

 生命保険の死亡保険金なら
◦ 死亡保険金の受取人のみで保険会社に請求できます
 遺産分割協議が不要で、集める戸籍も少ないので早く手続ができます。

◦ 死亡保険金は受取人の固有財産です。
 他の共同相続人との間に生じる不公平が是認できないほど著しいと評価さ
れない限り、相続財産として扱われません。



相続税の節税ができる
死亡保険金の受取人指定ができる
（遺産分割協議がいらない）

一時払い終身保険なら９０才まで入れ
る保険もある

生命保険のメリットとデメリットを考慮し
た上で判断する


